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世帯主 2，077戸
人 口 6，921戸

男 3，329戸
女 3，592戸

出 生 男 0 女 3 計 3
死 亡 男 3 女 6 計 9
転 入 男 9 女10 計19
転 出 男15 女15 計30

町民の動き

第21回全日本学童軟式

野球大会勝浦郡予選が、

４月22日 に開催されま

した。郡内の３チームが

熱戦を展開。その結果、

勝浦タイガースが県大会

へのキップを手にしまし

た。

５月５日は子供の日です 親子で言葉のキャッチボールはできていますか？

栄冠は君に輝く!

（日）
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地
方
財
政
は
、
経
済
の
長
引
く
低
迷

に
よ
り
地
方
税
収
等
が
落
ち
込
み
、
景

気
対
策
に
よ
る
公
共
事
業
の
実
施
や
、

減
税
の
実
施
な
ど
に
よ
り
借
入
金
残
高

が
急
増
し
、
そ
の
運
営
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
町
税
な
ど
の
自

主
財
源
は
全
体
の
一
九･

二
％
と
少
な

い
う
え
に
本
年
度
は
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
行
う
な
ど
（
家
庭
で

言
う
と
貯
金
を
取
り
崩
す
こ
と
）
非
常

に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
の
借
金
で
あ
る
地
方
債

の
残
高
は
、
平
成
十
二
年
度
末
で
約
六

十
億
円
と
い
う
金
額
に
な
る
予
定
で
す
。

借
金
を
す
れ
ば
、
利
子
が
つ
く
の
は
あ

た
り
ま
え
の
こ
と
で
、
返
済
を
し
な
け

れ
ば
借
金
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま

す
。
現
在
の
暮
ら
し
を
（
事
業
）
を
維

持
し
な
が
ら
借
金
を
返
済
し
て
い
く
こ

と
は
、
と
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
。
平

成
十
三
年
度
予
算
は
、
国
や
県
の
予
算

編
成
、
地
方
財
政
対
策
を
見
極
め
な
が

ら
、
施
策
の
厳
し
い
選
択
を
行
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
歳
入
の
確
保
と
経
費
の

節
減
合
理
化
を
図
り
、
財
政
健
全
化
に

向
け
て
限
ら
れ
た
財
源
を
や
り
く
り
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主な普通建設事業（2，000万円以上の事業）

道 路 改 良 事 業 ２７３，０５２千円

町 単 道 路 改 良 事 業 ８８，３１５千円

農業生産総合対策事業 ５１，０５３千円

林 道 開 設 事 業 ４８，５２９千円

農 業 振 興 事 業 ３０，４０８千円

辺 地 対 策 事 業 ２５，００４千円

林 業 振 興 事 業 ２４，６１７千円

財源構成は、自主財源19.2％、依存財源80.8％となっています。

平成13年度は緊縮型予算となっているにもかかわらず、財政調整
基金の取り崩しを行うなど財政状況の厳しさが反映されています。

勝
浦
町
議
会
三
月
定
例
会
で
、
平
成
十
三
年
度
の
当
初
予
算
が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
六･

七
％
減
（
二
億
五
千
四
百

四
十
万
円
）
の
三
十
五
億
二
千
七
百
七
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

平成13年度 一般会計当初予算

市町村税
436，045千円

12．4％

地方債
343，600千円

9．7％
県支出金

333，715千円
9．5％

分担金・負担金
13，826千円 0．4％

使用料・手数料
62，495千円 1．8％

財産収入
6，589千円 0．2％

寄附金
1千円 0．0％

繰入金
51，998千円 1．5％

繰越金
50，000千円 1．4％

諸収入
57，326千円 1．6％

交通安全対策特別交付金
1，012千円 0．0％

地方譲与税
55，029千円 1．6％

利子割交付金
33，978千円 1．0％

自動車取得税交付金
26，315千円 0．7％

地方特例交付金
16，595千円 0．5％

地方消費税交付金
59，211千円 1．7％

地方交付税
1，795，921千円 50．9％

国庫支出金
184，044千円 5．2％

歳 入
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平成13年度会計別予算

一 般 会 計 ３５億２，７７０万円
国民健康保険特別会計 ７億８，２６２万円

簡易水道事業特別会計 ２，５４５万円

住宅新築資金等貸付特別会計 １，４６６万円
老 人 保 険 特 別 会 計 １０億４，４４７万円

農業集落排水事業特別会計 ２，８８４万円
介 護 保 険 特 別 会 計 ５億５，６００万円

勝浦病院事業特別会計（収益的収入及び支出） ８億４，３００万円

平成13年度の歳出をその目的別と性質別に分類してみると、目

的別では総務費及び公債費の占める率が大きくなっています。

また、性質別では義務的経費（人件費、扶助費、公債費）の占
める割合が大きくなり、財政の硬直化が進んできています。

総務費
905，945千円

25．7％

民生費
399，649千円

11．3％衛生費
201，102千円

5．7％

農林水産業費
360，577千円

10．2％

土木費
462，544千円

13．1％

教育費 7．5％265，635千円

公債費
805，658千円

22．8％

商工費
6，464千円 0．2％

消防費
31，967千円 0．9％

災害復旧費
13，329千円 0．4％

人件費
969，097千円

27．5％

物件費
404，571千円

11．5％補助費等
195，646千円

5．5％

普通建設事業費
705，261千円

20．0％

公債費
805，908千円

22．8％

繰出金
282，659千円

8．0％

維持補修費
16，000千円 0．5％

扶助費
109，679千円 3．1％

災害復旧事業費
13，329千円 0．4％

貸付金
9，210千円 0．3％

投資及び出資金
24千円 0．0％

予備費
15，000千円 0．4％

積立金
1，316千円 0．0％

議会費
59，830千円 1．7％

予備費
15，000千円 0．4％

【地方交付税】
一定水準の行政サービスを提

供できるように、国から配分さ

れる。

【繰入金】
家庭での貯金にあたる「基金」

を取り崩して必要な事業に使わ

れる。

ふるさと創生基金や財政調整

基金など、町では何種類もの貯

金「基金」を保有している。

【市町村税】
町民の皆さんから納めていた

だく税金で町民税，固定資産税，

軽自動車税・たばこ税などがあ

る。歳入の中心となるべき貴重

な財源。

【地方債】
簡単に言えば借金。体育館や

道路など、長年にわたって使用

する施設を建設するときなどに

発行する。

【県支出金】
特定の事業に対して、その財

源の一部として県から支出され

る。

【国庫支出金】
特定の事業に対して、その財

源の一部として国から支給され

る。

【地方譲与税】
本町の場合自動車重量譲与税

と地方道路譲与税がある。

【公債費】
借り入れたお金（地方債）を

返済していくための費用

【民生費】
高齢者・障害者・児童の福祉

や医療などに使われる。

【総務費】
人事・財産・財務などの管理

や、企画・税務事務など管理的

な事業に使われる。

【衛生費】
ごみやし尿処理、環境対策、

保健事業などに使われる。

【教育費】
小・中学校や図書館、文化活

動、スポーツ振興など社会教育

のためにも使われる。

【農林水産業費】
農林業振興のために使われる。

【土木費】
道路、河川の整備などに使わ

れる。

財政用語ミニ辞典 目的別
歳 出

性質別
歳 出
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平
成
十
三
年
度

四
月
一
日
付
で
、
次
の

と
お
り
職
員
の
人
事
異
動

等
が
あ
り
ま
し
た
。

（

）
内
は
旧
任
で
す
。

横
瀬
保
育
所

所

長

（
沼
江
保
育
所
所
長
）

志

摩

道

子

保

育

士

（
生
比
奈
保
育
所
保
育
士
）

圓

乗

安

代

保

育

士

（
生
比
奈
保
育
所
保
育
士
）

木

村

美

枝

保

育

士

（
沼
江
保
育
所
保
育
士
）

斎

雅

子

調

理

員

（
役
場
用
務
員
）

新

居

美
代
子

生
比
奈
保
育
所

主
任
保
育
士

（
沼
江
保
育
所
主
任
保
育
士
）

神

子

家
素
恵

保

育

士

（
横
瀬
保
育
所
保
育
士
）

阿

望

美
登
里

保

育

士

（
横
瀬
保
育
所
保
育
士
）

増

田

瑞

穂

調

理

員

（
沼
江
保
育
所
調
理
員
）

勢

田

澄

子

勝

浦

病

院

看

護

婦

（
新
規
採
用
）

上

岡

美
代
子

理

事

（
徳
島
県
市
町
村
課
派
遣
）

数

藤

淳

一

総

務

課

課

長

（
建
設
課
課
長
）

秋

本

正

住

民

課

課
長
兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

（
同

主
幹
）

尾

原

美
恵
子

課
長
補
佐

（
福
祉
課
課
長
補
佐
）

松

田

常

男

主

事

補

（
新
規
採
用
）

上

野

弘
一
朗

福

祉

課

税

務

課

課

長

（
同

主
幹
）

島

恵

次

課
長
補
佐

（
住
民
課
課
長
補
佐
）

今

川

和

人

産
業
振
興
課

書

記

（
新
規
採
用
）

笠

松

正

利

建

設

課

課

長

（
同

主
幹
）

坂

井

芳

久

教
育
委
員
会

事
務
局
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

（
同

主
幹
）

山

平

志

信

主

事

補

（
新
規
採
用
）

柳

田

優

子

用

務

員

（
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

原

晴

美

給
食
セ
ン
タ
ー

調

理

員

（
横
瀬
保
育
所
調
理
員
）

栗

坂

早

苗

上 岡 美代子

勝浦病院

柳 田 優 子

教育委員会

上 野 弘一朗

福 祉 課

笠 松 正 利

産業振興課

新
規
採
用
者
紹
介

日

時

五
月
二
十
七
日

午
前
一
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無

料

毎
年
町
民
の
方
を
対
象
に
し
て
、
社
会
総
合
大
学
を

開
講
し
て
い
ま
す
。
そ
の
記
念
行
事
と
し
て

｢

文
化
講

演
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル｣

を
開
催
し
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る

｢

三
蔵
法
師

西
遊

記｣

で
す
。
美
し
い
音

楽
と
楽
し
い
楽
し
い
踊

り
を
み
せ
て
く
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

勝浦町大工組合から

日当２０，０００円
勝浦町の大工さんの日当は、

20,000円となっております。

みなさまのご理解ご協力を

よろしくお願いいたします。

勝
浦
町
社
会
総
合
大
学
記
念
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国民年金だより

住民課 国民年金係 ( ２－1501)

ご存じですか？
保険料免除制度

国民年金は、20歳から60歳まで長期にわたって保

険料を納めなくてはいけません。その間には経済的

な理由により、保険料の納付が難しい時期があるか

もしれません。

このような場合には、一定の要件を満たしていれ

ば、申請して保険料納付を免除される制度がありま

す。（申請免除）

免除を受けた期間は、将来老齢基礎年金を受ける

時、年金の受給資格期間として計算され、受ける年

金額については、３分の１で計算されます。

学生には
保険料納付特例制度が!

学生の方々には、本人の所得が一定額以下の場合、

申請すれば保険料を後払いできる学生納付特例制度

があります。 （注･毎年申請が必要）

※学生納付特例制度の届出には、「学生証のコピー」

か「在学証明証」が必要です。

○届出をして承認を受けると、期間中の障害や死

亡といった不慮の事態に年金が保障されます。

○この期間は、老齢基礎年金の受給資格期間とし

て計算されますが、年金額には反映されません。

なお、10年以内であれば保険料の追納をするこ

とができます。満額の老齢基礎年金を受けるた

めにも、卒業後忘れずに追納してください。

※この申請免除、学生納付特例制度とも、申請のあっ

た月の前月分の保険料から、その年度の３月分ま

でが免除、特例期間となります。平成13年４月分

から保険料の免除

などを希望される

方は、平成13年５

月末日までに手続

きをしてください。

廃
校
の
校
歌
わ
す
れ
ず
桜
満
つ

厨
窓
見
上
ぐ
る
畑
の
桃
の
花

坂
本

美
馬
直
枝

風
光
る
郷
関
を
出
づ
大
志
の
子

拍
手
に
神
鎮
ま
り
て
初
音
あ
り

坂
本

仙
才

清

段
畑
は
剪
定
日
和
初
音
き
く

風
光
る
島
々
つ
な
ぐ
斜
張
橋

坂
本

新
居

晋

余
る
米
批
判
し
な
が
ら
種
を
蒔
く

桃
咲
き
て
瀬
戸
の
島
影
近
く
見
ゆ

坂
本

山
口
昭
市

少
女
ら
の
太
き
ソ
ッ
ク
ス
風
光
る

吉
備
路
ゆ
く
車
窓
こ
と
ご
と
桃
の
花

坂
本

新
居
雄
彦

廃
屋
の
増
え
ゆ
く
村
や
桃
の
花

損
得
は
な
し
と
老
農
種
を
蒔
く

坂
本

仙
才
よ
し
こ

鍬
止
め
て
初
音
き
き
け
り
棚
田
中

風
光
る
四
国
三
郎
溜
々
と

坂
本

池
谷

武

う
ら
山
に
遠
慮
か
げ
ん
の
初
音
か
な

梅
林
の
奥
ま
る
谷
に
初
音
か
な

坂
本

中
山

治

老
い
し
父
育
て
実
れ
と
種
ま
き
ね

初
孫
に
嬉
し
さ
添
え
し
桃
の
花

坂
本

板
東
征
二

寺
か
ら
の
学
校
か
ら
の
落
花
か
な

花
こ
ぶ
し
空
が
ま
じ
か
く
な
り
に
け
り

横
瀬

日
下
智
世
子

一
本
の
桜
明
り
の
父
母
の
墓

う
ら
ら
か
や
嫁
に
借
り
た
る
旅
鞄

三
溪

中
山
い
く
子

雛
に
も
の
言
い
つ
つ
孫
と
納
め
け
り

永
き
日
や
う
つ
ら
う
つ
ら
と
点
滴
す

棚
野

井
上
さ
か
え

梅
咲
き
て
初
う
ぐ
い
す
に
手
を
休
め

う
ぐ
い
す
の
声
き
き
と
り
て
春
を
告
ぐ

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

才
も
な
く
刻
を
静
か
に
朧
月

春
彼
岸
初
音
き
き
つ
つ
墓
参
り

生
名

小
西
典
子

春
愁
を
さ
そ
い
て
淡
き
空
せ
貝

う
す
色
の
展
示
の
ス
ー
ツ
春
探
し

生
名

丸
山
香
月

一
幅
に
写
し
て
似
合
う
共
髪

苦
悩
絶
つ
白
衣
の
袖
に
花
吹
雪

中
角

岡
本
ハ
ツ
エ

ク
ラ
ス
会
終
り
野
に
出
て
春
惜
し
む

ペ
ン
ダ
ン
ト
外
す
鏡
の
花
疲
れ

沼
江

大
川
富
美

春
の
陽
に
一
日
楽
し
い
旅
に
出
る

追
伸
に
後
四
、
五
日
と
梅
便
り

沼
江

駒
津
光
洋

添
え
て
あ
る
会
食
膳
や
桃
の
花

降
る
で
は
な
し
晴
る
で
も
な
し
木
の
芽
萌
ゆ

沼
江

中
井
清
二
郎

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制
で

は
な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意
に
投

句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に
優
劣
や

順
位
を
つ
け
た
り
添
削
等
も
一
切
し

ま
せ
ん
。
多
数
投
句
し
て
く
だ
さ
い
。

（
係
）

次
回
作
品
募
集

五
月
五
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

六
月
五
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

わ
た
し
の
作
品



町
予
選
出
場
希
望

チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
及
び
軟
式
野
球
は
登
録
チ
ー

ム
に
よ
っ
て
予
選
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
登

録
を
希
望
さ
れ
る
チ
ー
ム
は
五
月
十
八
日

ま
で
に
町
教
育
委
員
会
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
予
選
は
六
月
初
旬
以
降
に
実
施
す

る
予
定
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

部

門

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

成
年
男
子
の
部
（
十
八
～
三
十
九
歳
）

壮
年
男
子
の
部
（
四
十
歳
以
上
）

実
年
の
部
（
五
十
歳
以
上
）

家
庭
婦
人

【
軟
式
野
球
】

成
年
の
部
（
社
会
人
で
年
齢
制
限
無
し
）

壮
年
の
部
（
四
十
歳
以
上
男
子
）

参
加
資
格

町
内
に
住
所
を
有
す
る
か，

町
内
に
勤

務
地
が
あ
る
も
の

参
加
種
目
は
原
則
と
し
て
一
人
一
種
目

年
齢
基
準
は
平
成
十
三
年
四
月
二
日
現
在

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
等
に
加
入
し
て
い

る
こ
と

柔
道
で
健
康
な
体
と

正
し
い
礼
儀
を
身
に
付
け
よ
う
！！

町
体
協
柔
道
部
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

町
体
協
柔
道
部
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
の
週
二
回
、
横
瀬
小
学

校
体
育
館
に
お
い
て
練
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

心
と
体
を
鍛
え
る
柔
道
教
室
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

男
女
を
問
わ
ず
、
た
く
さ
ん
の
小
中
学
生

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連

絡

先

与
川
内

高
木

忠

二
―
三
七
九
〇

あ
る
い
は
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

勝
浦
町
体
育
協
会
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

審
判
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

審
判
員
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
、
も
し
く

は
こ
れ
か
ら
審
判
員
の
資
格
を
と
ろ
う
と
お

考
え
の
方
は
体
育
協
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

い
っ
し
ょ
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
資
格
を
と
ら
れ
る
方
の
講
習
等
の

費
用
は
体
育
協
会
に
て
負
担
い
た
し
ま
す

連

絡

先

勝
浦
町
教
育
委
員
会
内

体
育
協
会
事
務
局

二
―
二
五
一
五

６

イグアノドン

情情報報アアララカカルルトト
総 務 課 ２－２５１１
議会事務局 ２－２５１３
住 民 課 ２－１５０１
福 祉 課 ２－１５０２
税 務 課 ２－１５０３

同和対策課 ２－１５０４
産業振興課 ２－１５０５
建 設 課 ２－１５０６
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）

募

集

し

ま

す

新
規
生
募
集

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

審
判
員
募
集
！！

（

）

児童政相談所・福祉事務所

保
健
所･

保
健
セ
ン
タ
ー

子
育
て
の
支
援
セ
ン
タ
ー

民
生
・
児
童
委
員

民
間
の
虐
待
相
談

病
・
医
院

警

察

児
童
福
祉
施
設

あなたもネットワークの一員です
児童虐待の早期発見・再発防止には地域の関係する各機関のネットワークがたいへん

重要です。子どもの福祉にたずさわる各機関は相互に十分なコミュニケーションを持ち、
子どもと親のウエルビーイング（人権の尊重、自己実現）を促進しましょう。

第
八
回

徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

保
育
所
・
幼
稚
園

学

校

（金）

（１）（２）（３）（４）



７

Information

○

わ
ん
ぱ
く
教
室

日

時

毎
週
水
曜
日
十
時
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
、園
庭
）

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
の
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

生
比
奈
保
育
所
の
園
庭
と
リ
ズ
ム
室
で
、

子
ど
も
さ
ん
が
お
う
ち
の
人
や
保
育
所
の
幼

児
と
い
っ
し
ょ
に
、
元
気
に
あ
そ
ん
だ
り
、

楽
し
く
歌
を
歌
っ
た
り
紙
芝
居
を
観
た
り
し

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
み
ん
な
で
育
児
の
悩
み
や
子
ど

も
さ
ん
の
成
長
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
た
り

親
睦
を
深
め
合
っ
た
り
交
流
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
気
軽
に
参
加
し
て

皆
で
楽
し
い
教
室
に
し
ま
せ
ん
か
？

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
名
札
代
百
円
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
ネ

○

育
児
相
談

一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

生
比
奈
保
育
所
で
は
、
子
育
て
の
悩
み
相

談
、
育
児
相
談
等
行
っ
て
い
ま
す
。
電
話
又

は
保
育
所
に
直
接
来
て
く
だ
さ
っ
て
も
け
っ

こ
う
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時

間

平
日
（
九
時
～
四
時
）

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

わ
た
し
た
ち
の
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、

次
の
方
で
す
。

氏

名

高
橋
嗣
男

住

所

勝
浦
町
大
字
三
渓
字
上
小
川
三

七
番
地

〇
八
八
五
四
―
二
―
三
五
〇
二

定
例
相
談

毎
月
第
二
金
曜
日

十
三
時
～
十
六
時
三
十
分

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階
相
談
室

「
春
の
行
政
相
談
強
調
週
間
」

五
月
二
十
一
日

か
ら
二
十
七
日
ま
で
の

一
週
間
は
、「
春
の
行
政
相
談
強
調
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
強
調
週
間
は
、
総
務
省
が
行
政

相
談
制
度
を
広
く
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
徳
島
行

政
評
価
事
務
所
の
支
援
の
も
と
、
地
元
行
政

相
談
委
員
が
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

相
談
所
で
は
、
道
路
、
年
金
、
福
祉
介
護

等
に
加
え
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関
す

る
相
談
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
受
付
け
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日

時

平
成
十
三
年
五
月
十
一
日

十
三
時
～
十
六
時
三
十
分

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階
相
談
室

参
加
予
定
機
関

行
政
相
談
委
員

人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容

道
路
（
道
路
標
識
の
見
直
し
、

凹
凸
の
解
消
）
、
輸
送
機
関

（
乗
り
継
ぎ
時
間
の
調
整
、
時

刻
表
等
の
表
示
）、
病
院
（
待

ち
時
間
の
表
示
）、
申
請
窓
口

の
応
対
、
登
記
、
農
林
水
産
、

商
工
、
福
祉
、
年
金
、
社
会
教

育
、
郵
便
な
ど

町
内
の
環
境
美
化
を
図
る
目
的
で
、
各
地

区
の
花
壇
や
ゴ
ミ
の
集
積
所
周
辺
に
花
な
ど

を
植
え
環
境
美
化
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
）
団
体
に
、

予
算
の
範
囲
内
で
事
業
費
の
一
部
を
助
成
す

る
も
の
で
す
。
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
団

体
は
、
住
民
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
記

入
の
上
、
五
月
末
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

30日 23日 16日 ９日

・
四
、
五
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
に
参
加
す

る
。（
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
）

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

・
フ
ー
プ
で
遊
ぶ

・
手
遊
び

・
歌
を
う
た
う

・
リ
ズ
ム
遊
び

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

・
紙
芝
居

・
製
作
（
小
鳥
―
手
形
を
押
し
て
遊
ぼ
う
）

・
保
健
婦
さ
ん
に
よ
る
健
康
相
談
と
身
体
測
定

・
紙
芝
居

・
十
三
年
度
の
受
付

・
わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
の
配
布

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

・
紙
芝
居

五
月
の
予
定

お

知

ら

せ

（

）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

～
行
政
相
談
委
員
～

行
政
相
談
所

環
境
美
化
花
づ
く
り

補
助
金
に
つ
い
て

（水）（水）（水）（水）

（月）

（１）（３）（４） （２）

（金）



８

認定農業者等 家畜飼養管理に大きなウェー
トを占める給餌作業を機械化す
ることにより省力化し、畜産農
家の経営の安定を図る。

畜種ごとにおおむね
酪農・成牛 20頭 養 豚 200頭
肉 用 牛 60頭 採卵鶏・成鶏 1，000羽
以上を常時飼養する専業または複合経営

農家とする。

10分の２以内

とし、上限は

50万円とする。

産 業振 興 課

農地 貸付 者 農地の流動化を促進するため、
賃貸借権を設定した場合に貸付
者に対し補助する。

５年以上の期間で賃貸借権を設定した場合
別表９の「農業委員会が定める標準小作料」
を基準とする。

10ａ当たり標準
小作料の５年間
の10分の２以内

産 業振 興 課

農業協同組合 耕作放棄地の減少に努めると
ともに、農地が持つ公益的機能
の維持と農村景観の保全を図る
ため、苗木の導入を支援する。

①労働力不足等により耕作を放棄しようと
する農家。

②導入樹種は、さくら、花桃、花梅等で農
村の景観形成に資するもの。

苗 木 代

２分の１以内 ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

農業者の組織

する団体

農産物の貿易自由化の進展に
伴い、国際化社会の中で外国農
業との競争力強化を図るため、
国際化社会に対応できる人材の
育成を図る。

農業者の組織する団体で勝浦町内において
過去３年以上組織として活動していること。
①１組織の参加人員は５人以上とする。
②海外視察の目的等を記載した計画書を提
出し、町長の承認を得ること。

③同一団体の再度海外研修の申し出は、原
則として認めない。

④出発から帰着までの期間中における病気
けが、盗難、事故等が生じても町は一切
の責任を負わないものとする。

⑤帰国後、視察報告書を作成するとともに
発表、投稿等に協力できること。

農業者育成研修に要する経費

１人当たりの

限度額を７万

円、若しくは

事業費の10分

の３以内のい

ずれか低い額
とする。

産 業振 興 課

農業協同組合 施設園芸の振興を図るため、
暖房施設等の設備費に対し補助
し、収益の向上、経営の安定を
図る。

①自立経営を目指し、意欲的に農業経営に
取り組んでいる農家であること。

②補助対象規模は、１施設当たり２ａ以上
とし、当該年度に１施設とする。

暖房施設の導入に要する経費

10分の２以内 ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

農業協同組合 果樹労働の省力化を図るもの。①クローラ型、ホイル型は問わないが、導
入する園地の形状にあった有効活用がで
きる型式とする。

②積載量は原則として250㎏～400㎏までとする。
小型動力運搬機代

10分の２以内 ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

農業協同組合 条件が悪く園内道等の設置が
できにくい園地等に園内道的な
役割をさせるもの。

新設及びレールの増設を対象とする。
事業限度額は、100ｍ当たり150万円までと
する。

10分の２以内 ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

３単軌条運搬機導入事業

４小型動力運搬機導入事業

５農業用ハウス暖房施設導入事業

６先進海外農業視察研修事業

７農地保全支援事業

８農地利用集積流動化支援事業

９家畜自動給餌機技術導入事業



９

農業協同組合 ハウス施設、大型トンネルを
設置した場合補助金を交付し、
施設園芸の振興を図る。

①補助対象規模は、１戸当たり２ａ以上。
②大型トンネル施設にあっては５ａ以上。
③自立経営を目指し、意欲的に農業経営に
取り組んでいる農家であること。

補助対象事業費は、800万円を限度とし、
別表７の補助対象事業費を用いる。ただし、
補助対象事業費に満たないときは実事業費
とする。

別表７の補助

対象事業費ま

たは実事業費

の10分の２以
内。

ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

事業主体 事 業 内 容 採択基準及び経費 補 助 率 申 込 先

農業協同組合、
農業者の組織

する団体、認

定農業者等

小規模土地改良事業
農作業の省力化、軽労働化

等を図るため、国、県等が実
施する補助事業の採択基準に
満たない小規模な農用地の造
成、放任園の再開園、果樹園
及び水田の平坦地化への改良
事業。

①でき上がり後の作目は、農業経営基盤強
化促進基本構想（平成６年３月制定）に
定めるもの。またはこれらの関連施設で
あること。

②造成後の有効利用面積が５ａ以上で、勾
配は各種のハウス栽培等が可能な10％以
内とする。

③原則として町有ブルドーザー（パワーショ
ベル）を利用すること。

ほ場の造成改良に必要な農業用機械使用料
と石積等経費（町の定める単価）

10分の４以内
とし、上限は

50万円とする。

産 業振 興 課

農業者の組織
する団体、認

定農業者等

園内道整備事業
農作業の省力化、軽労働化

等を図るため、国、県等が実
施する補助事業の採択基準に
満たない園内道の新設、改良
を行う事業。

①有効幅員2.0ｍ以上、延長20ｍ以上である
こと。

②原則として町有ブルドーザー（パワーショ
ベル）を利用すること。

園内道の新設、改良に必要な農業用機械使
用料と石積等経費（町の定める単価）

10分の４以内
とし、上限は

50万円とする。

産 業振 興 課

農業者の組織

する団体、認

定農業者等

園内道舗装補助事業

国、県等が実施する補助事
業の採択基準に満たない園内
道の舗装を行い、軽労働化、
省力化を推進し、作業能率の
向上を図るもの。

①有効幅員2.0ｍ以上、延長20ｍ以上とする。
②生コンの厚さは、10㎝を標準とする。
園内道の舗装に必要な生コンクリート代

２分の１以内

とし、上限は

50万円とする。

産 業振 興 課

農業協同組合 畜産環境・土づくり関連

対策事業
町内家畜糞を原料とした良

質で安価な堆肥を安定的に耕
種農家に供給することにより、
地力増進を図り、農家の経営
安定と畜産環境保全を図る。

①野菜、果樹等を栽培するために、堆肥を
必要とする農家であること。

②勝浦町畜産環境システム施設で製造の牛
糞堆肥または豚糞堆肥を使用すること。

③補助対象施肥量は、別表８に定める施用
基準の２分の１以上とする。

土づくりに必要な堆肥の供給代

10分の２以内 ＪＡ東とくしま

勝浦統括支所

１土地基盤整備事業

２ハウス施設新設奨励事業

平成
13年度

産業振興課

町単補助事業のご案内

（１）

（２）

（３）

（４）

農業経営の合理化・近代化等を推進するため、勝浦町では各種補助事業を設けていますので、ご紹介します。

○補助制度を希望される方は、平成13年６月４日（月）から６月８日（金）まで役場産業振興課で聞き取り

を行いますので、この期間に受付を済ませてください。

○この期間を過ぎると、今年度は補助制度を受けられないことがありますので、ご注意ください。

○広報かつうら５月号に折り込みの“事業計画書”にご記入のうえ、ご持参ください。

詳しいことは、役場産業振興課（２－1505）またはＪＡ東とくしま生比奈支所（２－2531）まで

お問い合わせください。
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まちかど
散歩みち

パ
ソ

コ
ン

教
室

パソコン講習会を開催してからす
でに３回がすぎましたが、受講され

ている皆様は、｢目を輝かしてキーボー

ドをたたいている人｣。｢隣の人にこ

れどないするん｣ と話しかける人、
また、それに答える人で講習会場は

わきあいあいの中で受講しています。

まだ受講希望されてない人は、次

のコースでは、余裕がありますので

申し込みください。(第４回・第６回・
第９回･第14回は定員に達している

ため受講することは出来ません。)

第５回木曜コース
５月10日・17日・24日・31日

９時～12時 図書館２階視聴覚室

14時～17時 教育集会所

第７回集中コース

６月11日～６月14日

９時～12時 教育集会所

14時～17時 図 書 館

第８回集中コース

６月18日～６月21日
９時～12時 図 書 館

14時～17時 教育集会所

パ
ソ
コ
ン
と
付
き
合
い
た
い

掛
谷

駒

津
輝

幸

国
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｔ
革
命
が
提
唱
さ
れ
て
以
来
、
Ｉ

Ｔ(

情
報
通
信
技
術)

を
巡
り
日
常
生
活
に
急
激
な
変

化
を
巻
き
起
こ
し
つ
つ
あ
る
。
ま
さ
に
Ｉ
Ｔ
旋
風
で
あ

る
。
今
や
こ
れ
を
知
ら
な
い
と
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ

て
い
く
よ
う
な
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。

こ
ん
な
思
い
か
ら
時
代
の
流
れ
に
遅
れ
な
い
よ
う
是

非
Ｉ
Ｔ
を
知
る
た
め
、
基
本
で
あ
る
パ
ソ
コ
ン
操
作
を

知
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
町
教
育
委
員
会
で

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
講
す
る
こ
と
を
知
り
、
早
速
申
し

込
み
し
、
大
勢
の
申
し
込
み
者
の
中
か
ら
抽
選
で
運
良

く
当
選
、
三
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
の
四
日
間
の

講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
い

よ
い
よ
四
人
の
講
師
に
よ
る
勉
強
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
私
は
ワ
ー
プ
ロ
の
と
き
か
ら
か
な
文
字
を
つ

か
っ
て
い
た
の
が
、
講
習
で
は
ロ
ー
マ
字
打
ち
と
い
う

こ
と
か
ら
さ
ぁ
ー
大
変
、
ロ
ー
マ
字
・
か
な
対
応
表
を

手
本
に
し
な
が
ら
文
書
の
作
成
練
習
。
最
初
て
こ
ず
り

ま
し
た
が
慣
れ
て
き
ま
す
と
ロ
ー
マ
打
ち
の
方
が
便
利

だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
ら
れ

る
方
は
ロ
ー
マ
字
を
使
わ
れ
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
の
送
受
信
の
勉

強
、
や
は
り
パ
ソ
コ
ン
と
な
り
ま
す
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
メ
ー
ル
の
送
受
信
の
活
用
が
出
来
な
い
と
宝
の
持

ち
腐
れ
と
い
う
も
の
、
こ
れ
か
ら
社
会
の
情
報
、
世
界

の
情
報
も
家
庭
に
居
な
が
ら
、
パ
ソ
コ
ン
一
つ
で
知
る

こ
と
や
買
い
物
を
し
た
り
通
信
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
さ
に
日
常
生
活
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
中
、
少

し
で
も
時
代
に
つ
い
て
い
け
る
よ
う
に
と
、
覚
え
る
こ

と
よ
り
忘
れ
る
こ
と
の
多
い
年
頃
で
す
が
、
若
い
方
に

混
じ
り
頑
張
り
ま
し
た
。

欲
言
え
ば
、
も
う
少
し
時
間
が
ほ
し
か
っ
た
な
ぁ
ー
…
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
思
う
方
、
是
非
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
講
師
の
方
々
は
気
安
く

親
切
に
そ
し
て
楽
し
く
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
情
報
化
社
会
と

言
わ
れ
る
時
代
を
目
の
前
に
し
て
、
い
ち
早
く
こ
の
講
座

を
設
け
て
く
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
多
く
の
方
が
受
講
し
、

町
の
活
性
化
の
一
つ
に
つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

春の全国交通安全運動キャンペーン
春の全国交通安全運動が４月６日から15日の10日間実

施されました。

本町においても、運動期間中の９日、役場前にて勝浦

町交通安全協会・地元警察官の方々が交通安全を呼びか

けました。なお、広報車による町内巡回も行われました。

なお、運動期間中の死亡事故は０件でした。

今後も、本町において、死亡事故がおこらないよう、

一人ひとりが交通安全に気をつけましょう。
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パ
ソ
コ
ン
と
私

横
瀬

溝
内
千
鶴
子

以
前
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
は
関
心
を
持
ち
な
が
ら
も
本

屋
さ
ん
の
店
先
に
並
ぶ

五
十
歳
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン

五
十
五
歳
か
ら
の
ワ
ー
プ
ロ

等
の
本
を
見
る
度
に
大

正
生
ま
れ
の
私
達
に
は
手
の
届
か
な
い
も
の
か
な
と
半

ば
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
名
古
屋
に
住
む
三
男
一
家
が
久
し
ぶ
り
に

年
末
に
帰
省
し
、
大
晦
日
に
は
長
男
一
家
も
全
員
集
合

し
て
賑
や
か
に
話
す
中
パ
ソ
コ
ン
の
話
に
な
り
「
じ
い

ち
ゃ
ん
も
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
パ
ソ
コ
ン
し
た
ら
面
白
い
の

に
」
皆
か
ら
強
く
勧
め
ら
れ
、
無
理
だ
と
思
い
な
が
ら

つ
い
つ
い
乗
せ
ら
れ
て
し
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
正
月
早
々
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
、
翌
日

長
男
と
高
一
の
孫
が
来
て
組
立
て
て
く
れ
夕
方
ま
で
孫

の
特
訓
を
う
け
ま
し
た
。
そ
の
日
新
聞
記
事
を
見
て
ワ
ー

プ
ロ
の
練
習
を
し
ま
し
た
が
な
か
な
か
上
達
せ
ず
悩
ん

で
い
ま
し
た
時
、
広
報
二
月
号
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開

講
を
知
り
す
ぐ
さ
ま
申
し
込
み
を
し
た
次
第
で
す
。
四

日
間
の
短
い
時
間
で
し
た
が
大
変
勉
強
に
な
り
お
か
げ

で
教
え
て
い
た
だ
い
た
事
等
参
考
に
し
て
孫
の
助
け
を

借
り
な
が
ら
老
人
会
の
名
簿
や
会
計
報
告
書
を
作
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
挑
戦
し

早
く

メ
ー
ル
を
送
っ
て

と
待
っ
て
い
る
孫
達
に
も
近
況
を

知
ら
せ
る
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
る
様
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
に
参
加
し
て

生
名

尾
花

幸
子

め
ま
ぐ
る
し
く
進
歩
し
て
い
る
現
代
に
少
し
で
も
つ

い
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
も
、
パ
ソ
コ
ン
を

遠
方
ま
で
習
い
に
い
く
に
は
時
間
が
か
か
る
し
、
メ
ー

ル
を
送
る
よ
り
手
書
き
の
手
紙
の
方
が
温
か
み
が
あ
っ

て
い
い
ん
だ
と
か
自
分
に
い
い
訳
を
し
て
き
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
文
や
手
紙
文
を
作
っ
た
り
、

見
積
書
等
も
書
き
た
い
と
ず
っ
と
前
か
ら
思
っ
て
は
い

た
の
で
す
が
、
最
近
自
分
の
周
り
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
話
や
ら
、
パ
ソ
コ
ン
で
役
所
へ
の
書
類
も
送
る
時
期

が
来
て
い
る
等
の
話
を
耳
に
す
る
と
、
気
持
ち
が
焦
っ

て
き
て
い
た
こ
の
頃
で
し
た
。
今
回
、
念
願
の
パ
ソ
コ

ン
を
近
く
で
習
う
こ
と
が
で
き
た
し
、
又
、
同
じ
勝
浦

の
人
達
と
一
緒
な
の
で
何
か
と
気
安
く
、
隣
同
士
に
な
っ

た
人
、
教
室
の
人
と
の
つ
な
が
り
も
出
来
、
大
変
楽
し

く
参
加
で
き
ま
し
た
。
短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
社
会
や
趣
味
の
情
報
を
色
々
見
た

り
、
先
生
や
教
室
の
人
に
メ
ー
ル
を
送
る
こ
と
も
出
来

た
し
、
少
し
は
使
え
る
か
な
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
は
、
ほ
ん
の
入
り
口
で
す
が
、
も
う
少
し
頑

張
っ
て
中
級
位
へ
と
進
み
た
い
な
と
欲
が
出
て
い
る
所

で
す
。
色
々
と
お
世
話
に
な
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。パ

ソ
コ
ン
教
室
に
参
加
し
て

久
国

敏

鎌
謙

次

年
寄
り
の
冷
や
水
か
と
思
っ
た
け
ど
今
の
時
代
は
、

携
帯
電
話
と
か
電
子
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
通

信
や
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
に
思
い
、
思
い
き
っ
て
受

講
し
て
み
ま
し
た
。

ベ
テ
ラ
ン
で
美
し
く
て
優
し
い
講
師
さ
ん
の
、
ほ
ん

と
に
わ
か
り
や
す
い
指
導
で
農
作
業
で
ふ
し
く
れ
だ
っ

た
指
で
キ
ー
を
た
た
き
、
マ
ウ
ス
を
使
っ
て
役
場
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
た
り
、
講
座
内
で
電
子
メ
ー
ル

の
送
受
信
を
し
て
み
た
り
ワ
ー
ド
パ
ッ
ト
を
起
動
し
て

文
章
を
作
っ
た
り
と
、
ま
あ
ま
あ
な
ん
と
か
パ
ソ
コ
ン

で
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
ボ
ン
ヤ

リ
と
わ
か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
忘
れ
て
し
ま
わ
な
い
う
ち
に
な
ん
と
か
し

な
け
れ
ば
と
は
思
っ
て
い
ま
す
が
さ
あ
…
…
。

未
知
の
世
界
へ
挑
戦
！

久
国

岡

慶
次
郎

ｗ
ｗ
ｗ

(

ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド
・
ウ
エ
ブ)

世
界

中
を
ク
モ
の
巣
で
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
ど
こ
に
住
ん
で

居
て
も
瞬
時
に
し
て
そ
の
国
や
村
の
す
べ
て
の
情
報
を

知
る
こ
と
が
出
来
又
、
発
信
も
出
来
る
二
十
一
世
紀
。

そ
ん
な
時
代
の
流
れ
に
少
し
で
も
取
り
残
さ
れ
ま
い
と

六
十
歳
を
す
ぎ
て
の
挑
戦
で
あ
り
手
習
い
で
あ
っ
た
。

パ
ソ
コ
ン
の｢

パ｣

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
っ
た

が
、
始
め
て
み
て
、
な
ん
と
意
味
不
明
な
英
語
、
二
行

の
中
に
単
語
が
三
つ
は
い
っ
て
い
た
り
、
や
け
に
カ
タ

カ
ナ
が
多
い
の
に
は
閉
口
す
る
。

例
え
ば

｢

バ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス｣

と
言
う
キ
ー
一
つ
に

し
て
も
日
本
語
で
は｢

後
、
後
ろ｣

で
あ
る
が
、
こ
の

場
合
は
逆
に
前
を
消
す
キ
ー
で
あ
っ
た
り
、
翻
訳
出
来

な
い
キ
ー
が
い
っ
ぱ
い
並
ん
で
い
る
。
私
た
ち
の
年
代

に
取
っ
て
は
、
ま
さ
に
パ
ソ
コ
ン
は
怪
物
で
も
あ
る
。

も
っ
と
高
齢
者
で
も
気
軽
に
使
え
る
機
械
が
出
来
な
い

も
の
か
と
思
う
。
ハ
ゲ
た
頭
の
汗
を
ふ
き
ふ
き
、
画
面

を
目
の
近
く
で
長
時
間
見
て
い
る
と
頭
と
目
を
酷
使
す

る
の
で
健
康
に
は
良
く
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
少
し

解
っ
て
く
る
と
つ
い
つ
い
時
間
も
忘
れ
て
、
は
ま
っ
て

し
ま
う
の
も
怪
物
と
思
う
パ
ソ
コ
ン
の
魅
力
で
も
あ
る
。

疲
れ
た
と
思
う
頃
、
前
の
画
面
に
美
人
の
お
姉
さ
ん
が

現
れ
、
こ
れ
か
ら
十
分
間
Ｉ
Ｔ
体
操
の
時
間
で
す
ヨ｣

と
疲
れ
を
取
る
ツ
ボ
体
操
指
導
で
も
し
て
く
れ
れ
ば
、

も
っ
と
楽
し
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
う
ち
に
、
楽

し
い
四
日
間
は
あ
っ
と
言
う
間
に
終
わ
り
、
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
明
日
か
ら
は
少
し
で
も
時
間
を

つ
く
り
一
日
で
も
早
く
習
得
し
て
、
出
来
る
こ
と
な
ら

子
ど
も
や
孫
と
の
メ
ー
ル
交
換
や
県
内
外
を
は
じ
め
外

国
に
い
る
友
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
に
役

だ
て
た
い
と
気
持
ち
だ
け
が
急
ぐ
が
、
そ
ん
な
夢
が
い

つ
実
現
出
来
る
や
ら
…
…
。
夢
で
終
わ
る
事
な
く
が
ん

ば
り
た
い
。
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
、
勝
浦
発

全
世
界
へ
一
台
の
機
械
に
ロ
マ
ン
を
乗
せ
て
挑
戦
の
ス

タ
ー
ト
の
講
習
会
で
あ
っ
た
。

五
月
二
十
日

午
前
九
時

雨
天
中
止

勝
浦
町
役
場
集
合
・
出
発

立
川
で
恐
竜
の
歯
の
化
石
が
発
見

さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
平
成
七
年
二

に
勝
浦
町
化
石
研
究
会(

会
長

長
吉
さ
ん)

が
発
足
し
ま
し
た
。
現

在
会
員
数
は
四
十
人
。
毎
年
春
に
、

現
地
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
敏
鎌
謙
次
さ
ん(

久
国)

を
講
師
に
お
願
い
し
、
棚
野
立
川
方

面
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
参
加
希
望

者
は
化
石
研
究
会
に
ご
入
会
い
た
だ

き
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
入
会
金

(

年
会
費)

は
百
円
で
す
の
で
、
当
日

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

持
参
物

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
手
袋
、
古
新

聞
、
マ
ジ
ッ
ク
、
雨
具
、
昼
弁
当
、

水
筒
等

※
岩
石
ハ
ン
マ
ー
は
事
務
局
で
準

備
し
ま
す
が
、
自
分
の
が
あ
れ

ば
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
当
日
は
マ
ム
シ
対
策
と
し
て

登
山
靴
か
長
靴
等
山
歩
き
で
き
る
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

(

勝
浦
町
教
育
委
員
会)

勝
浦
町
化
石
研
究
会

研

修

会

（日）



か
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通
学
路
の
途
中
に
あ
る
小
さ
な
花
壇

に
、
あ
や
め
の
花
が
咲
き
だ
し
た
頃
。

あ
の
日
の
朝
も
、
私
の
乗
り
込
ん
だ
バ

ス
は
、
小
学
生
か
ら
大
人
の
人
ま
で
、

色
々
な
人
達
を
乗
せ
て
走
っ
て
い
た
。

確
か
あ
の
日
は
暑
く
、
寝
不
足
気
味

で
眠
い
私
に
と
っ
て
は
、
苛
々
が
倍
増

の
、
あ
ま
り
気
分
が
優
れ
な
い
日
だ
っ

た
気
が
す
る
。
そ
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。

い
つ
も
な
ら
、
ス
カ
ー
ト
の
ポ
ケ
ッ
ト

に
入
れ
て
あ
る
は
ず
の
定
期
が
、
な
い
。

暑
さ
と
焦
り
で
額
に
汗
を
に
じ
ま
せ
な

が
ら
、
鞄
を
ガ
サ
ゴ
ソ
と
漁
る
。
も
し

見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
降
り
ら
れ
な
い
。

ど
う
し
よ
う
―
。
そ
ん
な
心
配
の
中
、

よ
う
や
く
底
に
押
し
込
ま
れ
て
い
た
定

期
を
見
つ
け
、
安
心
し
た
、
そ
の
時
―
。

「
櫛
が
落
ち
ま
し
た
よ
。」

と
、
や
さ
し
げ
な
、
女
の
人
の
声
が
し

た
。

私
の
事
か
な
、
と
思
い
、
顔

を
上
げ
る
と
、
前
方
に
座
っ
て
い
る
女

の
人
が
、
私
に
目
で
合
図
を
送
っ
て
い

る
。
ど
う
や
ら
私
の
事
の
様
な
の
で
、

足
下
を
見
る
と
、
黄
色
の
カ
バ
ー
が
掛
っ

た
小
さ
な
櫛
が
一
つ
、
床
の
上
に
落
ち

て
い
る
。
や
っ
ぱ
り
私
の
だ
。
拾
わ
な

き
ゃ
。

す
る
と
、
私
の
す
ぐ
前
に

座
っ
て
い
た
男
の
人
が
、
イ
ス
か
ら
身

を
乗
り
出
し
、
床
に
落
ち
て
い
る
私
の

櫛
を
拾
い
上
げ
、

「
ど
う
ぞ
。」

と
、
大
事
そ
う
に
、
そ
の
櫛
を
私
に
手

渡
し
て
く
れ
た
。

私
は
、
な
ん
だ
か
、
心
の
奥
底
に
暖

か
な
も
の
を
感
じ
、
無
性
に
う
れ
し
く

な
っ
た
。
そ
し
て
、
次
の
瞬
間
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
、
言
っ
て
い
る
自
分
に
気
づ
い
た
。

自
分
で
も
驚
く
ぐ
ら
い
素
直
に
出
た
、

心
か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
だ
っ
た
。
又
、

そ
の
言
葉
に
対
し
、
女
の
人
と
男
の
人

が
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に
、
そ
し
て

少
し
照
れ
く
さ
そ
う
に
笑
っ
た
顔
が
、

凄
く
心
地
好
く
、
私
の
心
を
晴
れ
晴
れ

と
さ
せ
た
。

暑
さ
も
、
眠
た
さ
も
一
気
に
吹
き
飛

ん
だ
私
は
、
あ
の
日
、
い
つ
に
な
い
爽

や
か
な
気
持
ち
で
バ
ス
を
降
り
、
学
校

へ
向
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

あ
の
時
か
ら
一
ヶ
月
以
上
過
ぎ
た

今
で
も
、
私
は
、
あ
の
事
を
鮮
明
に
覚

え
て
い
る
。
た
ぶ
ん
、
私
は
あ
の
時
、

人
の
純
粋
な
や
さ
し
さ
、
心
か
ら
溢
れ

出
る
暖
か
さ
に
触
れ
、
何
か
感
じ
る
も

の
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
大
袈
裟
な
…
…
と
、
思
う
人
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
私
に
と
っ

て
は
、
本
当
に
大
切
な
体
験
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
の
二
人
の
親

切
な
人
達
、
実
は
、
障
害
を
持
つ
人
達

だ
っ
た
か
ら
だ
。

私
は
、
小
学
生
の
時
か
ら
ず
っ
と
バ

ス
通
学
だ
っ
た
の
で
、
朝
、
バ
ス
の
中

で
、
あ
の
人
達
を
よ
く
見
か
け
た
。
い

つ
も
何
人
か
で
楽
し
そ
う
に
会
話
を
し

な
が
ら
、
同
じ
職
場
に
通
っ
て
い
る
ら

し
か
っ
た
。
小
さ
い
頃
は
、
あ
の
人
達

が
障
害
者
だ
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
か

ら
、
た
だ
、
楽
し
そ
う
で
い
い
な
、
と

思
い
な
が
ら
、
バ
ス
に
乗
っ
て
い
た
の

だ
っ
た
。

し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
と
年
を
重
ね
る

に
つ
れ
て
、
あ
の
人
達
が
障
害
者
で
あ

る
事
を
知
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
自

分
に
様
々
な
知
識
が
身
に
付
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
な
ぜ
か
、
心
が
狭
く
て
寂
し

い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
か
、

私
は
以
前
ほ
ど
の
親
し
げ
な
目
で
、
あ

の
人
達
を
見
る
事
が
出
来
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
。
理
屈
で
は
、
そ
ん
な

態
度
は
い
け
な
い
と
考
え
る
事
が
出
来

る
の
だ
け
ど
…
…
。
ど
う
や
ら
私
は
、
理

屈
で
は
な
い
、
心
の
底
か
ら
溢
れ
出
る

純
粋
な
や
さ
し
さ
を
、
沢
山
の
知
識
の

中
に
見
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
の
だ
っ
た
。
本
当
は
皆
平
等

な
の
に
、
誰
か
だ
け
が
優
れ
、
劣
っ
て

い
る
と
い
う
事
は
な
い
は
ず
な
の
に
…
…
。

そ
ん
な
時
に
、
あ
の
出
来
事
に
出
会
っ

た
。
あ
の
人
達
は
、
私
に
何
の
差
別
心

も
持
た
ず
、
よ
く
知
ら
な
い
私
に
対
し

て
、
暖
か
い
手
を
差
し
の
べ
て
く
れ
た
。

ほ
ん
の
小
さ
な
親
切
だ
け
ど
、
心
か
ら

の
や
さ
し
さ
、
相
手
を
思
い
や
る
一
生

懸
命
な
気
持
ち
を
私
に
教
え
て
く
れ
た
。

そ
し
て
、
あ
の
人
達
は
、
何
の
見
返
り

も
求
め
ず
、
私
の

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

を
、
素
直
に
喜
ん
で
く
れ
た
。

た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
事
だ
け
ど
、
実
は
、

そ
う
い
う
事
こ
そ
が
大
切
な
の
だ
と
い

う
事
も
、
あ
の
人
達
は
、
示
し
て
く
れ

た
…
…
。

今
、
世
の
中
に
必
要
な
の
は
、
そ
ん

な
、
純
粋
な
心
か
ら
の
や
さ
し
さ
、
思

い
や
り
で
は
な
い
か
と
、
私
は
改
め
て

感
じ
る
。

困
っ
て
い
る
か
ら
助
け
て
あ
げ
る
、

う
れ
し
い
か
ら
互
い
に
喜
び
合
う
…
…
。

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
が
す
べ
て
、
そ
れ

で
通
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、

そ
う
い
っ
た
気
持
ち
を
一
人
ひ
と
り
が

少
し
で
も
持
つ
だ
け
で
、
今
の
世
の
中

に
あ
る
様
々
な
問
題
が
良
い
方
へ
向
か

う
気
が
す
る
。

例
え
ば
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
合
い

の
中
で
起
っ
て
し
ま
う
、
い
じ
め
や
差

別
。
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
向
け

て
の
対
応
…
…
。
難
し
い
問
題
ば
か
り

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
人
間
達
自
身

で
解
決
の
糸
口
を
探
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
お
互
い
の
人
権
を
大
切

に
し
て
い
く
た
め
に
、
皆
が
幸
せ
な
世

の
中
を
創
る
た
め
に

。

こ
れ
か
ら
出
会
う
人
達
の
心
が
、
や

さ
し
さ
で
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
、
暖
か

な
手
を
差
し
の
べ
て
い
く
。
こ
れ
が
、

き
っ
と
、
今
、
私
に
出
来
る
事
…
…

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

やさしさに触れて

た り あ う ぺ ー ジ



飼い犬は

生涯に１回の登録と

毎年１回の狂犬病予防注射を

受けましょう。
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ク リ ー ン 情 報

狂犬病予防注射は

飼い主の義務です。

必ず受けるように

してください。 平
成
十
三
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
こ

れ
が
最
後
で
す
の
で
受
け
て
い
な
い
方
は
最
寄
り

の
場
所
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○

登
録
料

三
千
円

（
平
成
七
年
度
以
降
に
登
録
さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
）

○

注
射
料

三
千
円

平
成
七
年
度
以
降
に
犬
の
登
録
を
さ
れ

た
方
は
、
注
射
案
内
通
知
の
ハ
ガ
キ
を
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○

お
問
い
合
わ
せ
は

勝
浦
町
役
場
住
民
課
（

二
―
一
五
〇
一
）

狂
犬
病
に
つ
い
て

狂
犬
病
は
、
現
在
日
本
で
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
外
国
で
は

発
生
例
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

外
国
か
ら
の
輸
入
動
物
が
多
い
現

在
、
狂
犬
病
も
感
染
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

お願い

犬
を
飼
い
始
め
た
と
き
や
、
ま
だ
登
録
を
受
け

て
い
な
い
場
合
は
、
登
録
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

一
度
登
録
す
る
と
そ
の
犬
の
生
涯
に
有
効
で
す
。

ま
た
、
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
犬
の
所
在
が
変

わ
っ
た
と
き
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
最
寄

り
の
市
町
村
長
を
経
由
し
て
知
事
に
変
更
届
を
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
違
反
し
た
場
合
は
、
未
登
録
、
未
注
射
と
同
様

に
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。）

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
一
回
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
犬
の
体
調
が
悪
い
と
き
、
治
療
中
の
病
気
が
あ

る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
獣
医
師
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。）

犬
の
生
涯
に
一
回
の
登
録

死
亡
届
と
変
更
届

毎
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

月日 場 所 時 間

五

月

十

三

日

坂 本 郵 便 局 午後１:00～１:10

旧ＪＡ坂本出張所 １:15～１:25

与川内消防詰所前 １:30～１:40

徳バス横瀬営業所前 １:45～１:55

ＪＡ勝浦支所前 ２:00～２:10

中山消防詰所前 ２:15～２:25

勝 浦 会 館 ２:30～２:40

大 森 良 樹 宅 南 ２:45～２:55

古 山 商 店 横 ３:00～３:10

ＪＡ生比奈支所前 ３:15～３:25

農 村 婦 人 の 家 ３:10～３:40

生名センター前 ３:45～３:55

平成13年度 狂犬病予防注射日程表

昨年と時間帯が変更していますのでご注意ください。

（日）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
接
種
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不
用
犬
の

引
き
取
り
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

●

五
月
九
日

●

五
月
二
十
三
日

【
お
願
い
】

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が
増

え
て
い
ま
す
。
放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
社

会
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て

大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

５月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（１日）

石 原

沼 江

掛 谷
山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
三
火
曜
日

（15日）

今 山

黒 岩
星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）
星谷橋北詰のゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
四
火
曜
日

（22日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃
立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横
前田さん宅前ゴミフェンス横

第

五

火

曜
日

（29日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内
坂 本

〃

〃

〃

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前
佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

５月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（７日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（14日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（21日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（28日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

（水）

（水）

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表
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四
月
一
日
か
ら
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品

化
法
（
通
称
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」）
が

施
行
さ
れ
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
電
気
冷

蔵
庫
、
電
気
洗
濯
機
の
対
象
四
品
目
を
廃
棄

す
る
場
合
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
（
別
表
）
と

運
搬
費
用
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
ご
家
庭

で
対
象
四
品
目
を
買
い
替
え
や
廃
棄
す
る
場

合
に
は
、
新
し
く
買
い
替
え
を
す
る
小
売
店

か
、
先
に
そ
の
製
品
を
購
入
し
た
小
売
店
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
廃
棄
だ
け
す
る
よ
う
な
場
合
で
、

先
に
購
入
し
た
小
売
店
が
廃
業
等
の
理
由
で

無
い
場
合
は
勝
浦
町
の
運
搬
料
金
を
一
個
二

千
円
に
決
定
し
ま
し
た
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
町
が
家
電
四
品
目
を
運
搬
す
る
場

合
の
流
れ
を
図
示
し
ま
す
。

①
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
振
り

込
む

排
出
者
が
郵
便
局
で
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
券
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た

だ
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
振
り
込

み
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
振
込
手

数
料
が
七
十
円
必
要
で
す
。）

※
収
集
日
は
日
曜
日
と
な
る
予
定
で

す
の
で
、
必
ず
事
前
に
振
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

②
指
定
し
た
日
に
指
定
し
た
場
所
へ
運

搬
す
る
。

今
年
度
（
来
年
三
月
ま
で
）
は
四

回
程
度
の
収
集
日
（
日
曜
日
）
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
日
に
指

定
し
た
場
所
ま
で
運
搬
を
お
願
い
し

ま
す
。

③
指
定
日
・
指
定
場
所
で
運
搬
料
金
を

支
払
う
。

収
集
日
に
、
現
金
で
一
個
に
つ
き

二
千
円
を
支
払
っ
て
製
品
を
引
き
渡

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

以
上
で
す
。

こ
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
製
品
を
買

う
人
、
売
る
人
、
作
る
人
が
協
力
し
て
廃
棄

物
を
減
ら
す
努
力
と
、
住
ん
で
い
る
地
域
や

環
境
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

ど
う
か
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

パ
ー
ト
Ⅳ

エアコン 3，500円

テ レ ビ 2，700円

電気冷蔵庫 4，600円

電気洗濯機 2，400円

※別に消費税が必要

ごく一部の会社の製品がこの
料金と違うものがあります。

リサイクル料金
（別表）

（標準）

特
定
家
庭
用
機
器
四
品
目
（
エ
ア
コ
ン･

テ
レ
ビ
・
電
気
冷
蔵
庫
・
電
気
洗
濯
機
）
と

家
庭
の
粗
大
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て

運
搬
料
金

一
個
二
千
円
に
決
定

料

金

○

特
定
家
庭
用
機
器
四
品
目
は
、

事
前
に
郵
便
局
で
必
要
な
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

運
搬
料
金
は
、
一
個
二
千
円

○

家
庭
の
粗
大
ご
み
手
数
料

一
個

百
円

そ
の
他

産
業
廃
棄
物
及
び
事
業
系
廃
棄

物
は
、
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
例
）車
両
・
建
設
廃
材
・
ガ
ス

ボ
ン
ベ
な
ど
の
危
険
な
も

の
・
毒
物
な
ど
の
危
険
な

も
の

お
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

又
は
、
勝
浦
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

二
―
四
六
四
九

今
後
の
予
定

今
年
度
の
予
定
は
、
八
月

に
横
瀬
の
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
裏
駐
車
場
、
十
一
月
に
星

谷
運
動
公
園
、
来
年
の
二
月
に

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
裏
駐

車
場
で
、
特
定
家
庭
用
機
器
四

品
目
と
家
庭
の
粗
大
ご
み
の
回

収
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

平
成
十
三
年
五
月
十
三
日

午
前
八
時
か
ら
午
前
十
一
時
ま
で

（
雨
天
の
場
合
は
、
五
月
二
十
七
日
）

場

所

星
谷
運
動
公
園
駐
車
場

（日）
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品 目 手数料の額

電
気
器
具
・
ガ
ス
器
具
・
石
油
器
具

ウィンドーファン

（運搬処分）

１個1，000円

カラオケの演奏装置

マッサ－ジ器を内蔵したいす

マッサ－ジ器

電子レンジ

パーソナルコンピュータ（デスクトップ型）
（入力用のキーボード含む）

パーソナルコンピュータ用のディスプレイ

プリンター

ワードプロセッサー（デスクトップ型）
（入力用のキーボード含む）

ワードプロセッサー用のディスプレイ

家

具

及

び

寝

具

いす(ソファ－） ２人以上で使用する
構造のもの

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、
その他の棚付き
家具

幅及び高さの合計が
２ｍ以上のもの

机又はテ－ブル
（ひきだし等収
納部分有るもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が1.5ｍ
以上のもの

ベッド（マット
レスを除く。）

２人で使用する構造
のもの

ベッドのマット
レス

スプリングのあるも
の

オルガン（電子オルガン含む）

室内用のランニング機

物置（幅及び高さの合計が２ｍ以上のもの）

浴 槽

洗 面 台

その他のもので幅及び高さの合計が２ｍ以
上のもの

電

気

器

具

･

ガ

ス

器

具

･

石

油

器

具

編 み 機

（運搬処分）

１個 700円

衣類乾燥機

食器洗機（乾燥機能を有するものを含む）

ミシン（卓上式以外のもの）

ファクシミリ

ビデオテープレコーダー

ふとん乾燥機

（運搬処分）

１個 500円

ミシン（卓上式のもの）

加 湿 器

換 気 扇

空気清浄機

除 湿 器

扇 風 機

アンプ

カセットレコーダー又はミニディスク
レコーダー

生活様式の多様化にともない、毎年ごみの量が増

えてきており、それに伴いごみ処理にかかる費用も

（別表１）のように増加してきています。

この中で、毎年２回の粗大ごみの回収や、不燃物

処理場に集まった粗大ごみや不燃物を処理する経費

も増加してきています。昨年までは、毎年２回の粗

大ごみの回収での手数料は１個100円で、不燃物処

理場への持込みは無料でしたが、今年６月から（別

表２）の金額とさせていただきます。

大量生産、大量消費の時代がいつまで続くかはわ

かりません。し

かし、修理可能

な物は、修理し

て使っていただ

き、廃棄物をで

きるだけ少なく

していただきま

すよう、住民の

みなさんのご協

力をお願いいた

します。

平成11年度の内訳について説明させていただきま

すと、

財源の中で住民の方に負担していただいている分は、

粗大ごみの処理経費は、委託料の中に含まれており、

金額は、3，253千円の経費がかかっています。

今回決定しました手数料については、この処理経

費の一部に使用させていただきます。

（別表２）

○ 職員手当 622千円

○ 社会保険料 378千円

○ 賃 金 343千円

○ 旅 費 191千円

○ 需 用 費 12，357千円

○ 役 務 費 795千円

○ 委 託 料 42，080千円

○ 使用料及び賃借料 6千円

○ 工事請負費 2，074千円

○ 負担金補助及び交付金 773千円

○ 公課費 47千円

合 計 59，666千円

粗大ごみの処理手数料について

○ ごみ袋販売代金 5，434千円

○ 粗大ごみ回収手数料 140千円

合 計 5，574千円

ごみ処理にかかる費用
（別表１）

平成７年度 36，088千円

平成８年度 42，964千円

平成９年度 46，664千円

平成10年度 55，168千円

平成11年度 59，666千円

※建設・改良関係経費と職員の給料は
除き、処理及び維持管理経費のみ。

（過去５年間）

１個 500円～1，000円
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品 目 手数料の額

電

気

器

具

・

ガ

ス

器

具

・

石

油

器

具

コンパクトディスクプレーヤー

（運搬処分）

１個 500円

レコードプレーヤー

スピーカー

チューナー

液晶式のテレビジョン受信機

パーソナルコンピュータ（デスクトッ
プ型以外のもの）

ワードプロセッサー（デスクトップ型
以外のもの）

ガスコンロ又はガステーブル

ストーブ

ファンヒーター

瞬間湯沸器

こたつ（こたつ板含む）

照明器具

食器乾燥機

炊 飯 器

ズボンプレッサー

電気掃除機

ホットプレート

家

具

及

び

寝

具

いす (ソファー)
１人で使用する構造
のもの

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、
その他の棚付き家具

幅及び高さの合計が
1.5ｍ未満のもの

机又はテ－ブル
（ひきだし等収
納部分無いもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が1.5ｍ
未満のもの

テレビ台

電 話 台

ワ ゴ ン 台の最長の辺の長さ
が１ｍ未満のもの

じゅうたん又は
電気カーペット

８畳未満に相当する
大きさのもの

ふとん、毛布又はマットレス

衣 装 箱

ブラインド

いす（ソファー
以外のもの）

２人以上で使用する
構造のもの

（運搬処分）

１個 700円

鏡 台

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、
その他の棚付き家具

幅及び高さの合計が
1.5ｍ以上２ｍ未満
のもの

机又はテ－ブル
（ひきだし等収
納部分有るもの）

卓の最長の辺の長
さ又は最大径が1.5
ｍ未満のもの

机又はテ－ブル
（その他のもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が1.5ｍ
以上のもの

品 目 手数料の額

家

具

及

び

寝

具

ベッド（マット
レスを除く。）

ベビーベッド

（運搬処分）

１個 700円

１人で使用する構造
のもの

ベッドのマット
レス スプリングのないもの

ワ ゴ ン
台の最長の辺の長さ
が１ｍ以上のもの

じゅうたん又は
電気カーペット

８畳以上に相当する
大きさのもの

アコーディオンカーテン

物置（幅及び高さの合計が２ｍ未満のもの）

サーフボード

室内用のサイクリング機

室内用のすべり台又はぶらんこ

ぶら下がり式の健康器具

自転車（幼児用三輪車を除く）

畳

その他のもので幅及び高さの合計が１ｍ以
上２ｍ未満のもの

ギ タ ー

（運搬処分）

１個 500円

水 槽

ペット用のかご又は小屋

ゴルフクラブ（複数ある場合は、ひも等で
束ねたものの最大の外周が１ｍ以下のもの）
又はゴルフバッグ（これに収納されたゴル
フクラブを含む）

スキー板（ストック含む）

スノーボード

アンテナ

脚立又ははしご

車 い す

米 び つ

スーツケース

幼児用三輪車

荷物運搬用の一輪車

ベビーカー

物 干 台

物干しざお

その他・棒状のもの又は板状のもの（複数
ある場合は、ひも等で束ねたものの最大の
外周が１ｍ以下のもの）

その他のもので幅及び高さの合計が１ｍ未
満のもの

その他の大型ごみで次のものは取り扱いをしない。
バッテリー、タイヤ、プロパンガスボンベ、自動車、
オートバイ、建設廃材、油缶（内容物を含む）、農機具、
消火器ボンベ、太陽熱温水器、農薬や薬品、その他有
毒性・危険性・感染性・悪臭があるもの
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ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
と
は
？

○

契
約
（
申
込
み
）
後
の
定
め
ら
れ
た
期

間
内
に

○

手
紙
や
は
が
き
で
申
込
み
の
撤
回
・
解

除
の
意
思
を
知
ら
せ
る
と

○

無
条
件
で
申
込
み
の
撤
回･

契
約
の
解

除
が
で
き
る

可
能
な
場
合

○
法
律
に
規
定
が
あ
る

○
業
者
が
自
主
的
に
規
定
し
て
い
る

○
業
者
が
個
別
的
に
契
約
内
容
に
採
り
い

れ
て
い
る

○
定
め
ら
れ
た
期
限
内
で
あ
る

次
の
場
合
は
日
数
に
関
係
な
く
無
条
件

で
解
約
が
で
き
ま
す
。

○
申
込
時
・
契
約
時
に

▼
書
面
を
受
領
し
な
か
っ
た
場
合

○
書
面
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
記
載
が

な
い
場
合

不
可
能
な
場
合

○
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
た

○
健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど
の
消
耗
品
を

使
っ
た
り
、
一
部
を
消
費
し
た
り
し
た

○
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
自
宅
に
呼
び
寄
せ
て

購
入
し
た

○
三
千
円
未
満
の
賞
品
を
受
け
取
り
、
同

時
に
代
金
を
支
払
っ
た

○
通
信
販
売
で
購
入
し
た

○
乗
用
車
を
購
入
し
た

○
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
職
場
の
管
理
者
に
許

可
を
得
て
社
内
で
セ
ー
ル
ス
活
動
し
た

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め

子
ど
も
の
事
故
の
特
徴
は

○
道
路
へ
の
と
び
出
し
が
大
半

○
小
学
生
高
学
年
で
は
、
自
転
車
事
故
が

大
半

○
と
び
出
し
、
自
転
車
事
故
と
も
、
男
の

子
が
圧
倒
的
に
多
い

○
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
、
自
宅
近
く
で
発
生

○
自
動
車
乗
車
中
の
事
故
は
、
大
半
が
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
非
着
用

子
ど
も
の
事
故
防
止
の
た
め

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

子
ど
も
は
と
び
出
す
も
の
、
で
あ
る
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
、
子
ど
も
の
不

意
の
と
び
出
し
を
予
測
し
な
が
ら
、
注
意

深
く
進
行
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
街
や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
、
駐

車
車
両
の
か
げ
か
ら
の
、
子
ど
も
、
自
転

車
の
と
び
出
し
を
予
測
し
、
あ
ら
か
じ
め

徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方
へ

子
ど
も
の
事
故
は
、
と
び
出
し
と
自
転

車
運
転
中
に
非
常
に
多
い
た
め
、
子
ど
も

た
ち
が
、
将
来
事
故
に
あ
っ
た
り
、
起
し

た
り
し
な
い
よ
う
に
、
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
が
ま
ず
手
本
と
な
っ
て
、
基
本
的
な
交

通
ル
ー
ル
を
繰
り
返
し
教
え
て
く
だ
さ
い
。

○

自
転
車
は
、
子
ど
も
の
体
に
合
っ
た
も
の

○

低
学
年
で
は
道
路
を
走
ら
な
い
よ
う
に

○

乗
る
と
き
は
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト

新
入
学
児
童
の

交
通
事
故
防
止

①
う
ま
い
話
に
ご
用
心

②
は
っ
き
り
言
お
う
「
い
り
ま

せ
ん
」

③
説
明
内
容
は
書
面
で
確
認

④
日
ご
ろ
の
備
え
が
自
分
を
救
う

⑤
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
早

め
に
確
認

悪
徳
商
法
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
五
か
条

子

ども
には、チャルドシートを使用しましょう

駐
在
所
だ
よ
り
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暴
力
追
放
三
な
い
運
動
の
実
践

警
察
は
、
暴
力
団
犯
罪
に
対
し
て
は
、
徹

底
し
た
取
締
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
暴
力
団

に
対
し
て
は
、
次
の
こ
と
を
実
践
し
て
く
だ

さ
い
。

○

暴
力
団
を
恐
れ
な
い

○

暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い

○

暴
力
団
を
利
用
し
な
い

暴
力
団
に
関
す
る
相
談
電
話

暴
力
団
に
関
す
る
相
談
等
に
つ
い
て
は
、

各
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
及
び

○

徳
島
県
警
察
本
部

暴
力
団
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

〇
八
八
―
六
二
六
―
〇
一
一
〇

○

徳
島
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

暴
力
団
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

〇
八
八
―
六
五
六
―
〇
一
一
〇

に
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密

は
絶
対
に
守
り
ま
す
。

過
激
派
ア
ジ
ト
っ
て
な
に
？

過
激
派
ア
ジ
ト
と
は
、
過
激
派
の
非
公
然
活

動
家
が
、
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
の
計
画
を
練
っ
た
り
、

違
法
な
調
査
活
動
の
拠
点
や
逃
走
犯
人
の
潜

伏
場
所
と
す
る
「
隠
れ
家
」
の
こ
と
で
す
。

「
隠
れ
家
」
と
い
っ
て
も
、
山
奥
や
遠
く

の
島
に
あ
る
訳
で
な
く
、
皆
さ
ん
の
周
辺
の

ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
一
室
な
ど
に
設
け
て
い
る
の
で
す
。

こ
こ
徳
島
で
も
、
明
石
大
橋
な
ど
の
開
通

で
本
州
と
の
往
来
が
容
易
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
非
公
然
活
動
家
や
指
名
手
配
被
疑

者
が
一
時
潜
伏
す
る
た
め
の
ア
ジ
ト
が
な
い

と
は
言
え
な
い
の
で
す
。

過
激
派
ア
ジ
ト
を
発
見
す
る
に
は
？

非
公
然
活
動
家
は
、
他
人
や
架
空
人
物
の

名
前
を
使
っ
て
入
居
し
、
付
近
住
民
か
ら
不

審
を
抱
か
れ
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
行
動
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
く
ら
善

良
な
市
民
を
装
い
な
が
ら
潜
ん
で
い
て
も
、

ど
こ
か
普
通
の
人
と
違
っ
た
行
動
を
と
っ
て

い
る
は
ず
で
す
。

過
激
派
ア
ジ
ト
の
着
眼
点
と
し
て

○
単
身
又
は
夫
婦
だ
け
の
は
ず
な
の
に
、

数
人
の
人
が
出
入
り
し
て
い
る
。

○
部
屋
の
出
入
り
の
際
、
周
囲
を
異
常
に

気
に
し
て
い
る
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
連
絡
が

犯
人
検
挙
の
決
め
手
！

警
察
で
は
、
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
か
ら
市
民

の
生
活
を
守
る
た
め
に
、
過
激
派
ア
ジ
ト

の
発
見
や
指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

あ
な
た
の
周
辺
で
、「
あ
れ
、
変
だ
な
？
」

「
あ
れ
、
怪
し
い
な
？
」
と
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
、
駐
在

所
も
し
く
は
、

「
極
左
一
一
〇
番
」

（
〇
八
八
）
六
二
五
―
九
一
一
〇

※
二
十
四
時
間
受
付

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
四
月
一
日
付
の
人
事
異

動
に
よ
り
、
徳
島
東
警
察
署
新
町

交
番
か
ら
小
松
島
警
察
署
勝
浦
町

横
瀬
駐
在
所
に
着
任
し
て
ま
い
り

ま
し
た
川
添
貴
義
で
す
。

生
ま
れ
は
鳴
門
市
で
小
松
島
市

金
磯
町
に
住
居
が
あ
り
単
身
赴
任

し
て
き
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
か
ら
事
件
・
事
故
の
な

い
明
る
い
町
づ
く
り
に
努
力
す
る

つ
も
り
で
す
の
で
前
任
者
同
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
松
島
警
察
署

勝浦町横瀬駐在所長

川 添 貴 義

暴
力
団
の
壊
滅
・

解
体
に
向
け
て

過
激
派
ア
ジ
ト

発
見
に
ご
協
力
を
！

ど

う
もあやしい

おかしいわ!

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
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この制度は、世帯主＋その世帯の被保険者の合計所得〈33万＋35万〉×被保険者数

の条件を満たしている世帯の均等割額と平均割額の合計の20％が減額される制度です。

該当する世帯には、役場から申請書を送付しますので記入・押印のうえ、締め切り

日までに勝浦町税務課へ提出してください。

提出がない場合は、軽減が受けられませんのでご注意ください。

なお、７割・５割軽減については申請は必要ありません。

歳 入
７８２，６２９千円

国民健康保険税
173，923千円

国庫支出金
249，306千円

繰越金
246，634千円

交付金
67，073千円

その他 3，972千円一般会計繰入金 41，721千円

歳 出
７８２，６２９千円

保険給付金
（医療費等）
373，455千円

老人保健拠出金
151，368千円

予備費
200，919千円

その他 12，477千円

介護納付金 23，671千円

総務費 8，796千円

保健事業費 11，943千円

平成13年度 国保会計当初予算

国民健康保険税
２割軽減制度について

各軽減は、平成12年中の所得申告を済ませて

いないと受けることができません。まだ申告を

されてない方は、必ず、申告を行ってください。

国民健康保険被保険者証の更新をまだ済まされていない人は、旧の
保険証をご持参の上、勝浦町税務課まで至急お越しください。

40歳から64歳の介護保険料は、国保料（税）として徴収します。

国保と医療費
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みんなの健康
左から 岡 田 ゆきやくん 岡 田 はるかちゃん

２歳１か月 ３歳６か月

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

8 火 ツベルクリン反応検査 14:00～11:00 生比奈小学校
・小学校１年全員
・小学校２年で小学校１年の時ツ

反陰性でＢＣＧ接種を受けた人

予 診 票
予防接種手帳

9 水 ポリオ生ワクチン投与 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成５年11月10日から平成
13年２月９日までの生まれ
で、２回受けていない子

予 診 票
母子健康手帳
予防接種手帳

10 木
ツベルクリン反応判定
及び陰性者にＢＣＧ接種

14:00～11:00 生比奈小学校
８日にツベルクリン反応
検査を受けた人

予 診 票
予防接種手帳

11 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成９年11月１日から
平成10年２月28日までに
生まれた子

問 診 票
母子健康手帳

21 月 ツベルクリン反応検査 13:30～11:00 横瀬 小 学校
・小学校１年全員
・小学校２年で小学校１年の時ツ

反陰性でＢＣＧ接種を受けた人

予 診 票
予防接種手帳

23 水
ツベルクリン反応判定
及び陰性者にＢＣＧ接種

13:30～11:00 横瀬 小 学校
21日にツベルクリン反応
検査を受けた人

予 診 票
予防接種手帳

25 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成12年８月１日から
平成13年３月31日までに
生まれた子

母子健康手帳

30 水
食 生 活 改 善 推 進
協 議 会 総 会

13:30～15:00
農村環境改善
セ ン タ ー

食生活改善推進員

５月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ 2-1502〉

五
月
～
十
月
に
か
け
て
は
マ
ム
シ
の
出

没
期
で
す
。
も
し
、
マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た

ら
応
急
処
置
を
し
て
、
一
刻
も
早
く
医
師

の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

応
急
処
置
と
受
診

○

傷
口
よ
り
心
臓
に
近
い
と
こ
ろ
を
強

く
し
ば
る
。

○

十
五
分
に
一
回
は
、
し
ば
り
を
解
い

て
血
を
通
し
、
ま
た
し
ば
る
。

○

一
刻
も
早
く
医
師
の
診
察
を
受
け
る
。

血
清
の
保
管
場
所

○

勝

浦

病

院
（
勝
浦
町
棚
野
）

〇
八
八
五
四
―
二
―
二
五
五
五

○

福
原
診
療
所
（
上
勝
町
福
原
）

〇
八
八
五
四
―
六
―
〇
三
〇
二

○

上
勝
町
診
療
所
（
上
勝
町
正
木
）

〇
八
八
五
四
―
四
―
五
〇
一
〇

保
管
期
間

平
成
十
三
年
五
月
一
日
～
十
月
三
十
一
日

ま
む

しに
かまれた

ら
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保健婦だより

親
ま
た
は
親
に
か
わ
る
養
育
者
が
反
復
し

て
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、
健
や
か
な
成

長
発
達
を
損
な
う
行
為
を
い
い
ま
す
。
親
の

意
図
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
に

と
っ
て
有
害
か
ど
う
か
で
判
断
し
ま
す
。

●

身
体
的
虐
待

常
識
的
な
し
つ
け
の
範
囲
を
は
ず
れ
た

暴
力
に
よ
り
身
体
的
に
損
傷
を
生
じ
さ

せ
る
も
の

●

ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
の
拒
否
、
保
護
の
怠
慢
）

子
ど
も
の
健
康
と
発
達
に
必
要
な
保
護

や
衣
食
住
の
世
話
を
し
な
い
こ
と

家
の
中
に
閉
じ
こ
め
た
り
登
校
、
登
園

さ
せ
な
い
、
車
の
な
か
に
放
置
す
る
等

●

性
的
虐
待

性
的
な
い
た
ず
ら
や
性
行
為
を
強
要
す

る
な
ど

●

心
理
的
虐
待

暴
言
、
非
難
、
拒
否
、
無
視
、
脅
迫
、

差
別
な
ど
に
よ
り
心
身
の
発
達
に
問
題

を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
も
の

も
し
虐
待
を
発
見
し
た
ら

（
児
童
虐
待
に
係
る
通
告

第
六
条
）

虐
待
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
、
速
や
か
に
福

祉
事
務
所
又
は
、
児
童
相
談
所
に
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

子
ど
も
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
観
察
さ
れ

る
場
合
は
虐
待
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ど
も
に
見
ら
れ
る
特
徴

〇
良
く
け
が
を
す
る
が
原
因
が
は
っ
き
り

し
な
い
。
手
当
が
十
分
で
な
い
。

〇
身
体
的
発
育
が
著
し
く
遅
れ
て
い
る
。

表
情
が
乏
し
く
元
気
が
な
い
。

〇
集
団
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

集
団
に
入
れ
な
い
。

〇
警
戒
心
が
強
い
。
何
事
に
も
意
欲
が
乏

し
く
集
中
で
き
な
い
。

〇
身
体
接
蝕
を
嫌
が
る
。
抱
こ
う
と
す
る

と
逃
げ
る
。
抱
き
上
げ
る
と
身
を
か
た

く
す
る
。

〇
些
細
な
こ
と
で
も
カ
ッ
と
な
り
、
他
児

に
対
し
て
乱
暴
な
言
動
が
あ
る
。

〇
虫
や
動
物
を
殺
し
た
り
い
じ
め
た
り
す
る
。

〇
季
節
や
気
温
に
そ
ぐ
わ
な
い
服
装
を
い

つ
も
し
て
い
る
、
着
衣
は
汚
れ
、
異
臭

が
し
た
り
す
る
。

〇
給
食
の
お
か
わ
り
を
何
度
も
要
求
す
る
。

給
食
時
間
が
近
づ
く
と
登
校
す
る
。
む

さ
ぼ
る
よ
う
に
食
べ
る
が
太
ら
な
い
。

食
欲
が
な
さ
過
ぎ
る
。

〇
用
が
な
く
て
も
教
師
の
そ
ば
に
近
づ
こ

う
と
す
る
。
ひ
っ
き
り
な
し
に
注
意
を

引
こ
う
と
す
る
。

〇
理
由
が
は
っ
き
り
し
な
い
欠
席
、
遅
刻

が
多
い
。
何
か
と
理
由
を
つ
け
、
な
か

な
か
下
校
を
し
な
い
。

〇
訪
問
や
面
談
な
ど
の
際
、
親
の
顔
色
を

伺
う
反
面
、
分
離
さ
せ
る
と
親
に
関
心

を
示
さ
な
く
な
る
。
子
ど
も
と
、
親
の

視
線
が
ほ
と
ん
ど
合
わ
な
い
。

〇
虚
言
、
万
引
き
、
夜
間
徘
徊
、
家
出
な

ど
の
問
題
行
動
を
繰
り
返
す
。

〇
極
端
な
性
へ
の
関
心
や
拒
否
感
が
見
ら

れ
る
。

（
徳
島
県
児
童
相
談
所
作
成
資
料
か
ら
）

虐
待
と
は

発
見
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

虐待防止法
平成12年11月20日から施行



一

般

レ
ッ
ド
ラ
イ
ト

森
村
誠
一

ル
ー
ジ
ュ

柳

美
里

は
や
ぶ
さ
新
八
御
用
旅

―
東
海
道
五
十
三
次
―

平
岩
弓
枝

郡
蝶
の
木

目
取
間

俊

カ
リ
ス
マ

上
下

新
堂
冬
樹

風
月
夢
夢
秘
曲
紅
楼
夢

藤

水
名
子

最
高
に
笑
え
る
人
生

曽
野
綾
子

天
の
瞳

成
長
編
Ⅱ

灰
谷
健
次
郎

片

想

い

東
野
圭
吾

異
端
の
夏

藤
田
宜
永

ま

ぶ

た

小
川
洋
子

考
え
る
力
、や
り
ぬ
く
力
私
の
方
法

中
村
修
二

決
定
版

や
さ
し
い
手
作
り
の
お
べ
ん
と
う

講

談

社

か
ん
た
ん
豆
腐
、大
豆
豆
腐

竹
村
章
子

里
山
図
鑑

お
く
や
ま
ひ
さ
し

子
ど
も
が
育
つ
魔
法
の
言
葉

ド
ロ
シ
ー
ロ
ー
ノ
ル
ト

や
さ
し
く
手
作
り
小
物
木
工
所

天
野
義
弘

等

児
童
書

わ
く
わ
く
童
話
館

日
本
編

全
十
巻

ほ

る

ぷ

へ
へ
へ
の
へ
い
き

正
道
か
ほ
る

か
く
れ
ん
ぼ
こ
ろ
わ
ん

間
所
ひ
さ
こ

Ａ

Ｂ

Ｃ

わ
ら
べ
き
み
か

ど
ぶ
つ
ず
か
ん

わ
ら
べ
き
み
か

チ
ビ
ね
ず
く
ん
の
な
が
ー
い
よ
る

ダ
イ
ア
ナ
・
ヘ
ン
ド
リ
ー

バ
ー
バ
パ
パ
の
パ
ン
ダ
さ
が
し

ア
ネ
ッ
ト
・
チ
ゾ
ン

他

そ
の
他
、
し
か
け
絵
本
や
音
の
出
る

本
も
あ
り
ま
す
。
時
間
を
見
つ
け
て
、

図
書
館
で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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行

事

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
日

午
後
二
時
か
ら

内
容
は
、
お
楽
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

二
日
・
九
日
・
十
六
日

二
十
三
日
・
三
十
日

○
は
休
館
日
で
す
。
図
書
館
が
し
ま
っ

て
い
る
時
の
返
却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

五
月

休
館
日

日 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２９ ３０

新
着
図
書
紹
介

図
書
館
利
用
状
況

平
成
十
二
年
度
の
図
書
館
利
用
者
数

は
、
三
万
五
千
九
百
五
十
七
人
で
し
た
。

お
か
げ
様
で
毎
年
図
書
館
利
用
者
数

が
、
増
え
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
、
図
書
館
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
と
読
書
に
対
す
る
関
心
の

深
さ
を
、
示
す
も
の
と
思
い
ま
す
。
県

立
図
書
館
と
も
連
携
を
密
に
し
て
、
皆

様
の
ご
要
望
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
な
お
一
層
ご
利
用
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

開館 利 用 者 数 貸 出 冊 数
月 日数 当 月 累 計 １日平均 当 月 累 計 １日平均
４ 25 2，596 2，596 104 3，708 3，708 149
５ 25 2，629 5，225 106 3，501 7，209 141
６ 25 2，872 8，097 115 3，476 10，685 140
７ 26 3，426 11，523 132 4，475 15，160 173
８ 26 3，734 15，257 144 4，734 19，894 183
９ 26 3，005 18，262 116 3，454 23，348 133
10 25 2，917 21，179 117 3，200 26，548 128
11 25 3，084 24，263 124 3，433 29，981 138
12 24 2，834 27，097 119 3，074 33，055 129
１ 23 2，927 30，024 128 3，549 36，604 155
２ 23 2，841 32，865 124 3，583 40，187 156
３ 26 3，092 35，957 115 3，761 43，948 159

開館 ＶＴＲ貸出 ＣＤ貸出 貸出合計
月 日数 当月 累計 当月 累計 当月 累計
４ 25 929 119 4，756
５ 25 862 1，791 85 204 4，448 9，204
６ 25 850 2，641 116 320 4，442 13，646
７ 26 1，040 3，681 114 434 5，629 19，275
８ 26 1，134 4，815 119 553 5，987 25，262
９ 26 937 5，752 103 656 4，494 29，756
10 25 854 6，606 201 857 4，054 33，810
11 25 906 7，512 88 945 4，427 38，237
12 24 734 8，246 109 1，054 3，917 42，154
１ 23 786 9，032 61 1，115 4，396 46，550
２ 23 874 9，906 83 1，198 4，540 51，090
３ 26 1，104 11，010 105 1，303 4，970 56，060

図書館だより

（日）



３
月
16
日
～
４
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

徳
島
市

東
野
雅
昭

（
大
字
中
角
字
東
山

麻
植
満
理
子

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

立
岩
宣
夫

長
女

大
字
三
溪

）

字
栗
城

優
子

亜あ

弓ゆ
み

正
瑞
嘉
久

長
女

大
字
沼
江

）

字
一
楽

美
佳
子

結ゆ

梨り

山
口

豊

長
女

大
字
坂
本

）

字
日
浦

フ
ェ･

フ
ォ
ル
マ
レ
ホ

直な
お

巳み

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
星
谷
字
大
明
神

古
田
喜
一（
68
歳
）

大
字
棚
野
字
西
久
保

渡
邊
キ
ク
ヱ（
86
歳
）

大
字
棚
野
字
鍛
冶
地

藤
内
ハ
ル
エ（
85
歳
）

大
字
坂
本
字
上
寺

阿
竹

治（
87
歳
）

大
字
中
角
字
西
山

中
西
ヨ
シ
ノ（
92
歳
）

大
字
坂
本
字
東
谷

湯
浅
コ
ダ
イ（

歳
）

大
字
三
溪
字
中
村

中
川

勝
次（
93
歳
）

大
字
沼
江
字
大
屋
敷

樋
口
タ
ヽ
ヱ（
90
歳
）

大
字
坂
本
字
坂
本

久
保
仙
一（
84
歳
）

大
字
中
角
字
豊
田

久
保
文
雄（
73
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

３
月
16
日
～
４
月
15
日

古
田
富
士
夫
さ
ん
（
星
谷
）

山
本
圭
一
さ
ん
（
生
名
）

渡
邊

昭
さ
ん
（
棚
野
）

湯
浅

正
さ
ん
（
坂
本
）

中
川

勝
さ
ん
（
横
瀬
）

勝
浦
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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戸
籍
の
窓

５月２日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月４日 山 西 医 院 ２－３０２７

５月６日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月８日 湯 浅 医 院 ２－２００３

５月10日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月12日 赤 岩 医 院 ２－２００６

５月14日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月16日 上勝町診療所 ４－５０１０

５月18日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月20日 山 西 医 院 ２－３０２７

５月22日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月24日 湯 浅 医 院 ２－２００３

５月26日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

５月28日 赤 岩 医 院 ２－２００６

５月30日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

交通事故相談日

日 時 ５月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853 -2- 2030

相談員 小 倉 歓 一
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088-621-3200

※お気軽にご相談ください。

夜間救急当番表

心配ごと相談

● 日時 ５月11日

５月18日

５月25日

● 時間

午後１時～午後４時30分

● 内容

人権･行政･厚生･福祉

● 場所

住民福祉センター２階相談室

平日でも受付しており

ますので、お気軽にお

問い合わせください。

（ ２－4652）

５ 月

教室名 実 施 日 時 間
（各２時間）

陶 芸
17 24 31

午後７:30～
木 木 木

踊 り
９ 16 23

午後２:00～
水 水 水

歌 謡
８ 15 22

午後７:30～
火 火 火

生け花
16

午後７:30～
水

大正琴
10 17 26 木曜日は午後１:00～

土曜日は午後３:00～木 木 土

習 字
11 18 25

午後７:00～
金 金 金

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

５月 交流講座日程

各講座の初日に開講式を行ないます。
※生け花教室は、今月は１回です。

（水）

（金）

（金）

（金）
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（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（水）




